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福崎西中学校付近もち麦（米澤モチ２号）栽培農地
６月上旬の収穫に向け色づいてきます。
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3月定例会 

170億453万5千円の予算を可決 170億453万5千円の予算を可決 170億453万5千円の予算を可決 170億453万5千円の予算を可決 
　３月定例会は３月４日に招集され、25日ま
での22日間の会期で開きました。今定例会で
は報告１件及び令和６年度福崎町一般会計予算
などの議案33件が提出され、慎重に審議を行
いました。

　審議の結果、いずれの議案についても原案の
とおり同意・承認・可決しました。
　一般質問は３月19日、22日に行われ、９議
員が町政全般にわたり質問しました。

全員賛成で同意・承認・可決した議案等 

※報告は質疑のみで討論・採決は行いません。

概　要 議　案　名 概　要 議　案　名 

条　例 

その他 

地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例
の整理

地方自治法の改正に伴い、関係する条例の引用条文の条番号の
整理

老人デイサービスセンターの設置及び管理に関する条例
の改正

運営時間の変化に合わせ、閉館時間を30分早め午後５時15分ま
でとする

兵庫県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体
の数の増減及び規約の変更

丹波少年自然の家事務組合の解散及び識見監査委員の任期を４
年に伸ばすことに関する組合規約の変更を構成団体と協議

報　告 

一般会計予算 総額99億3300万円

後期高齢者医療事業特別会計予算 総額３億3820万円

介護保険事業特別会計予算 総額18億3420万円令和6年度 
予算 水道事業会計予算 総額９億9980万円

工業用水道事業会計予算 総額9770万円

下水道事業会計予算 総額19億5764万５千円

専決処分の承認（一般会計補正予算（第７号）） 7370万円増額（総額90億9760万円）

一般会計補正予算（第８号） ３億8590万円増額（総額94億8350万円）

国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） １億1857万２千円増額（総額19億7160万円）令和5年度 
補正予算 後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 180万円減額（総額３億1728万６千円）

水道事業会計補正予算（第３号） 収益的収入及び支出を補正

廃棄物の処理及び清掃に関する条例の改正 物価高騰等の影響に伴い、一般廃棄物処理手数料のうち仮設便
所に係るし尿処理手数料を引き上げる

町営住宅の設置及び管理に関する条例の改正 配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律等の
改正に伴う改正及び管理戸数の改正

高齢者住宅整備資金貸付けに関する条例の廃止 高齢者住宅整備資金貸付けに関する条例に基づく貸付が30年以
上ないため廃止

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の改正 会計年度任用職員のうち期末手当を支給している者に対して勤
勉手当を支給することにより処遇改善を図る

消防団員等公務災害補償条例の改正 非常勤消防団員等及び消防作業従事者等の損害補償に係る補償
基礎額の改正

職員の育児休業等に関する条例の改正 会計年度任用職員の勤勉手当支給に伴う文言の修正

下水道事業会計補正予算（第３号） 収益的収入及び支出、資本的収入及び支出、企業債限度額、利
益剰余金処分を補正

介護保険条例の改正 介護保険料の改正とその算定の基礎となる所得段階別保険料の
基準額に対する割合等を改正

キヤンプ場の設置及び管理に関する条例の改正
春日山キヤンプ場にテントサイドデッキ（ウッドデッキ）を設置
することに伴い使用料を定める

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の改正 育児又は介護を行う職員の早出遅出勤務について、中学校就学
前に改正し、職員の仕事と子育ての両立の支援を図る

指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関す
る省令の改正に伴う関係条例の整理 省令の改正に伴う関係条例の整理

高齢者の保健、福祉事業の供給体制の確保の観点から、第９期
福崎町高齢者福祉計画及び介護保険事業計画（令和６年度から
令和８年度まで）を策定

第９期福崎町高齢者福祉計画及び介護保険事業計画の策定

水道法が改正されることに伴い所要の整備を行う。水道料金体
系を、使用用途に応じて料金が異なる用途別料金体系から、水道
メーターの口径により料金が異なる口径別料金体系へ移行する

水道事業給水条例の改正

第６次総合計画基本構想及び基本計画の策定 福崎町第6次総合計画基本構想及び基本計画を策定

令和５年度兵庫県町土地開発公社事業報告 令和５年度事業などについて報告

個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の
改正

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に
関する法律等の改正に伴い所要の改正を行う

消防団条例の改正 機能別団員数が定員の30人に達したため、定員を50人に増やす

下水道事業基金条例の廃止 基金を全額取り崩し、基金残高が無くなるため、基金条例を廃止

第513回定例会 



令和6年度国民健康保険事業特別会計 

反対討論（要旨） 　国民健康保険は被用者保険などに入れない人の保険です。年金頼りの高齢者や不安定な雇用の人たちなど命と健康に関わる保険で社会保障として重要な制度です。福崎町の
加入者は約3000人、年間所得状況はゼロが40％、それを含めて100万円以下が70％を占
めています。新年度予算では保険税を県が示す率に合わせるものとなっています。国民
健康保険は均等割、平等割があります。低所得でも課税の対象です。税の収納率が低く
なれば、その分納める人たちの負担が重くなるという、悪循環を生むような形ともなっ
ています。県の示す税率数値はあくまで参考値と捉えるべきです。既に中播磨では福崎
町が最も高い保険税額となっています。県営化スタート時に基金を使い、急激な保険税
の値上げを緩和するとしていました。ところが本予算では、県の示す数値を採用しなが
ら、基金から800万円が税負担緩和として支出されています。これは他の費用に使われ
ているのではないかと疑念を抱くものです。諸物価高騰の中であり、税率の本算定では
値上げをしないように求め、反対の討論とさせていただきます。

討論 討論 

賛成討論（要旨） 　福崎町では令和２年度に税率改正が行われ、その後は税負担を緩和するために財政調整基金を活用し、令和５年度まで税率は据え置かれてきました。しかし、財政調整基金
の残高は１億円近い時期もありましたが、令和５年度には2500万円を切るような見込み
です。これ以上基金の残高が減少すれば国保会計の安定した運営に支障を来すのではな
いかと思います。兵庫県では今後保険料率の県内統一を目指しており、福崎町としては
保険料率の統一に向けて負担が急激に変動しないように税率をなだらかに上げていきた
いという説明がありました。税率が上がるということは町民の生活に負担を強いるもの
ですので、負担が増えずに済むものならという思いは当然持っています。しかしながら
今後も急速な被保険者の高齢化や医療の高度化などにより１人当たり医療費は増加して
いく見込みであり、国民健康保険制度の将来を見据え、この制度を守っていくためにも
国・県・町のみならず被保険者にも応分の負担をしていただくことはやむを得ないので
はないかと考えます。今後、税率改正の検討がなされていくことと思いますが、その際
には被保険者の負担増につきましては十分配慮しながら慎重に取り組んでいただくこと
を強くお願いし、賛成討論とします。

小 林 　博  

石 川 　治  

3月定例会 
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賛否の分かれた議案等 

※前川議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。

１４ 

賛成 反対 

１ １１ 

議 案 名 

賛否 
城
谷
英
之
 

１３ 
竹
本
繁
夫
 

１２ 
小
林
　
博
 

１１ 
松
岡
秀
人
 

１０ 
前
川
裕
量
 

９ 
植
岡
茂
和
 

８ 
宇
　
壽
幸
 

７ 
冨
田
昭
市
 

６ 
牛
尾
雅
一
 

５ 
河
嶋
重
一
郎
 

４ 
　
高
平
記
 

３ 
大
塚
記
美
代
 

２ 
石
川
　
治
 

１ 

○ ○ 

○ ● 

○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ― 教育長の任命

三
輪
一
朝
 

人　事 

１ １２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ― 国民健康保険事業特別会計予算令和6年度予算 

福崎町第6次総合計画 

賛成討論（要旨） 

　全体として賛成の立場です。福崎町は商工のバランスのとれたまちづくりを目指して、
昭和31年町発足以来取り組んでまいりました。その発展として今回の第６次計画が提案
されていることは確認をさせていただきました。福崎町の将来目標をはじめ、計画の全
体的な方法については是とするものであります。しかし、健全財政の名のもとに住民負
担の問題については個々のケースで今後意見を述べさせていただくことを表明しておき
ます。

討論 討論 

小 林 　博  
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令和6年度 各会計予算総括表 

会 計 区 分 　  

一 　 般 　 会 　 計 

国民健康保険事業 

後期高齢者医療事業 

介 護 保 険 事 業  

水 　 道 　 事 　 業  

工 業 用 水 道 事 業  

下　水　道　事　業 

合　　　計　　　 

予　　算　　額　　  

99億3300万円 

18億8480万円 

3億3820万円 

18億3420万円 

9億9980万円 

9770万円 

19億5764万5千円 

170億 453万5千円 

増　減　額　 　率（%）  

13億 300万円 

6億3200万円 

2820万円 

2670万円 

2億9360万円 

3130万円 

△ 1128万5千円 

17億3471万5千円 

 

15.1  

3 .5  

9 .1  

1 .5  

41 .6  

47 .1  

△ 0.6  

11 .3

前年度当初との比較 

特
別
会
計
 
企
業
会
計
 

注目事業はこれだ 注目事業はこれだ 注目事業はこれだ 注目事業はこれだ 令和6年度 

妖怪モチーフ遊具設置（　川山公園） 
900万円 

道路新設改良費（福崎駅田原線など） 
4億2700万円 

中播消防署建替 
1億9200万円 

学校特別教室に空調とLED照明設置 
4億2000万円 

給食費6か月無償化 
5000万円 

●ごみ処理施設にかかる負担金 
　　くれさか環境事務組合 3億5491万円 
　　中播北部行政事務組合 4億8011万3千円 

●空き家改修費一部補助 1040万円 

●町内4か所に防犯カメラ設置 130万円 

●産婦の健診費用を助成 １人最大5000円を2回 

●高齢者の補聴器購入助成 1人最大3万円 

●50歳以上に帯状疱疹ワクチン助成 
1人最大4000円 
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委
員
長
　
三

輪

一

朝
 

副
委
員
長
　
城

谷

英
　
之
 

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
は
３
月
７
日
・
１１
日
・
１２
日
の
３
日
間
開
催
さ
れ
、
付

託
さ
れ
た
各
会
計
の
令
和
６
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
も
含
め
て
慎
重
に

審
査
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
審
査
の
結
果
、
各
会
計
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
 

　
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会
 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会
 

予
算
審
査
特
別
委
員
会
 

　
町
債
が
１０
億
円
以
上
に
膨
ら
ん
で
い

る
が
先
々
大
丈
夫
か
。

　
次
期
ご
み
処
理
施
設
建
設
事
業
、
中

播
消
防
署
建
替
事
業
、
町
道
駅
田
原
線

・
千
束
新
町
線
ほ
か
道
路
新
設
改
良
の

３
つ
の
起
債
が
主
で
す
。
中
期
財
政
計

画
で
は
今
後
４
年
間
は
厳
し
い
状
態
で

す
が
、
10
年
後
に
は
平
常
時
に
戻
っ
て

く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
町
債
は
今
生
活
し
て
い
る
人
だ
け
で

は
な
く
今
後
使
わ
れ
る
人
に
も
負
担
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
意
味
で
発
行
し
て

い
ま
す
。
長
期
的
に
均
衡
を
取
れ
る
よ

う
工
夫
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
町
民
税
、
固
定
資
産
税
が
減
と
な
る

要
因
は
。

　
町
民
税
は
均
等
割
の
税
率
が
変
更
に

な
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
減
額
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
所
得
割
は
国
が
進
め

て
い
る
住
民
税
１
人
当
た
り
１
万
円
を

減
額
す
る
定
額
減
税
で
８
４
０
０
万
円

程
度
の
減
額
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
は
、
土
地
に
つ
い
て
は

評
価
替
え
に
伴
う
も
の
と
住
宅
用
地
の

特
例
適
用
に
よ
る
も
の
、
家
屋
は
評
価

替
え
に
伴
う
も
の
で
す
。
償
却
資
産
は
、

現
在
課
税
し
て
い
る
企
業
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
回
答
で
設
備
投
資
が

抑
え
ら
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
た
め
減

額
の
見
込
み
を
立
て
て
い
ま
す
。

　
５
年
度
で
７
か
月
、
引
き
続
き
６
年

度
で
６
か
月
の
無
償
化
で
住
民
は
す
ご

く
期
待
さ
れ
る
と
思
う
が
、
そ
の
後
の

見
込
み
は
。

　
国
の
交
付
金
で
実
施
す
る
た
め
、
６

か
月
を
過
ぎ
た
後
は
続
け
て
い
く
体
力

が
福
崎
町
に
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
と
い

う
判
断
を
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
原
材

料
費
が
上
が
っ
て
お
り
、
実
質
9
0
0

万
円
は
負
担
を
し
て
い
ま
す
。
６
か
月

過
ぎ
た
後
は
、
本
当
な
ら
も
う
少
し
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は

町
で
負
担
し
、
給
食
費
は
値
上
げ
を
し

な
い
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
自
動
録
音
機
能
付
電
話
機
等
普
及
促

進
事
業
補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
に
要
望
等
あ
る
か
。
ま
た
啓

発
は
。

　
要
望
は
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
県
や
警
察
も
こ
の
よ
う
な

防
犯
に
つ
い
て
力
を
入
れ
て
お
り
、
町

も
啓
発
し
て
き
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上

の
方
の
申
請
に
な
り
ま
す
の
で
、
関
係

の
あ
る
と
こ
ろ
に
周
知
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
特
殊
詐
欺
が
す
ご
く
増
え
て
い
ま
す
。

被
害
額
も
相
当
大
き
い
と
発
表
さ
れ
て

お
り
、
神
崎
郡
で
も
発
生
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
被
害
に
あ
っ
て
も
届

出
を
さ
れ
な
い
方
も
お
ら
れ
る
た
め
表

に
出
て
い
る
よ
り
も
深
刻
な
状
況
に
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
自
動
録
音
機

能
付
電
話
機
が
あ
れ
ば
犯
罪
者
側
が
通

話
を
切
る
と
い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
促
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
６５
歳
以
上
は
3
0
0
0
円
の
助
成
と

い
う
こ
と
だ
が
、
別
途
申
請
が
必
要
か
。

　
町
と
合
意
で
き
て
い
る
町
内
の
医
療

機
関
に
つ
い
て
は
3
0
0
0
円
を
引
い

た
額
で
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
長 

企
画
財
政
課
長 

税
務
課
長 

住
民
生
活
課
長 

町
長 

町
長 

予
算
概
要
 

町
税
 

給
食
費
無
償
化
 

自
動
録
音
機
能
付
電
話
機
 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
 

 
　
　
　
予
防
接
種
助
成
金
 

ほ
け
ん
年
金
課
長 
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も
ち
麦
の
今
年
の
目
標
は
。

　
作
付
予
定
面
積
は
、
米
澤
も
ち
２
号

1
6
2
0
ア
ー
ル
、
フ
ク
ミ
フ
ァ
イ
バ

ー
5
5
0
ア
ー
ル
で
す
。

　
米
澤
も
ち
２
号
で
は
在
庫
量
の
問
題
、

フ
ク
ミ
フ
ァ
イ
バ
ー
は
大
き
な
商
品
開

発
が
で
き
な
い
と
生
産
量
を
増
や
す
こ

と
は
厳
し
い
た
め
状
況
を
見
な
が
ら
の

取
り
組
み
に
な
り
ま
す
。

　
竹
粉
砕
機
1
6
0
万
円
を
町
で
購
入

す
る
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
が
、
以
前

個
別
の
自
治
会
が
購
入
を
検
討
す
る
内

容
で
の
提
示
が
あ
っ
た
。
今
回
町
で
購

入
す
る
状
況
に
な
っ
た
理
由
は
。

　
竹
と
は
限
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

チ
ッ
パ
ー
な
ど
も
あ
れ
ば
便
利
だ
と
い

う
こ
と
で
考
え
て
お
り
、
こ
の
た
び
区

長
会
の
要
望
も
あ
っ
た
た
め
計
上
し
ま

し
た
。

　
２
年
間
検
討
し
た
成
果
と
今
後
の
展

開
は
。

　
令
和
４
年
度
に
着
手
し
、
そ
の
成
果

が
い
ま
ひ
と
つ
し
っ
か
り
し
て
い
な
か

っ
た
た
め
内
容
を
精
査
し
修
正
を
し
た

の
が
５
年
度
の
前
半
で
し
た
。
お
お
む

ね
固
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
ど
う

い
う
手
法
で
進
め
て
い
く
の
か
と
い
う

こ
と
を
詰
め
て
い
く
の
が
遅
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
を
令
和
６
年
度
で
し
っ
か

り
と
や
っ
て
い
き
、
方
向
性
は
出
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
等
具
体
的
に
。

　
商
工
会
の
行
政
懇
談
会
の
要
望
を
受

け
て
令
和
５
年
度
か
ら
実
施
し
た
町
単

独
事
業
で
す
。
町
内
で
新
し
く
起
業
さ

れ
る
方
が
商
工
会
開
催
の
セ
ミ
ナ
ー
等

を
受
講
さ
れ
、
商
工
会
員
に
な
ら
れ
る

方
が
対
象
で
す
。
事
業
費
の
補
助
は
新

設
に
伴
う
室
内
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
設
備

費
、
そ
れ
に
伴
う
広
告
宣
伝
費
等
１
件

あ
た
り
1
0
0
万
円
が
上
限
で
す
。

　
購
入
予
定
面
積
、
坪
単
価
は
。

　
４
筆
で
4
5
0
4
・
7
3
平
方
メ
ー

ト
ル
で
す
。
平
方
メ
ー
ト
ル
単
価
で
約

２
万
4
0
0
0
円
で
す
。

　
計
上
し
て
い
る
金
額
の
内
容
は
。

　
東
中
学
校
生
徒
用
ロ
ッ
カ
ー
３
学
級

分
で
1
5
0
万
円
、
東
中
学
校
東
側
の

コ
ー
ト
の
フ
ェ
ン
ス
、
水
路
等
の
修
理

に
1
5
0
万
円
、
両
中
学
校
の
窓
ガ
ラ

ス
の
周
り
の
シ
ー
リ
ン
グ
打
ち
か
え
に

2
4
0
万
円
、
予
期
せ
ぬ
修
繕
の
た
め

に
1
3
0
万
円
で
す
。

　
訪
問
介
護
に
か
か
る
費
用
が
削
減
さ

れ
た
と
い
う
報
道
が
あ
る
が
、
予
算
に

ど
の
程
度
見
込
ん
で
あ
る
か
。
ま
た
、

訪
問
介
護
も
含
め
て
介
護
の
事
業
所
は

ど
れ
ぐ
ら
い
町
内
に
あ
る
か
。

　
報
酬
改
定
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
分
そ

れ
ぞ
れ
新
し
い
単
価
で
見
込
ん
で
全
て

試
算
を
し
て
い
ま
す
。
訪
問
介
護
事
業

所
は
９
か
所
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
同
じ
金
額
だ
っ
た
が
、
前

年
度
比
マ
イ
ナ
ス
１
７
０
万
円
と
な
っ

た
要
因
は
。
ま
た
単
価
は
。

　
４
年
契
約
と
な
っ
て
お
り
、
４
年
間

は
毎
年
同
じ
金
額
で
す
。
令
和
５
年
度

末
で
４
年
間
の
契
約
が
終
わ
り
、
新
た

に
６
年
度
か
ら
兵
庫
県
と
４
年
間
の
受

水
契
約
を
取
り
交
わ
し
て
い
ま
す
。
料

金
は
交
渉
の
結
果
、
値
下
げ
を
し
て
い

た
だ
き
、
税
込
約
1
7
0
万
円
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。
単
価
に
つ
き
ま
し
て
、

今
ま
で
は
１
㎥
当
た
り
1
5
0
円
で
し

た
が
、
６
年
度
か
ら
は
1
4
3
円
に
値

下
げ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
川
す
そ
雨
水
幹
線
の
現
在
の
状
況
と

令
和
６
年
度
の
予
定
は
。

　
播
但
道
の
高
架
下
を
抜
け
た
東
側
の

と
こ
ろ
か
ら
さ
ら
に
東
へ
1
1
0
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
延
伸
し
て
い
く
予
定
と
し
て

い
ま
す
。

林
業
振
興
 

工
業
団
地
拡
張
事
業
検
討
業
務
 

も
ち
麦
に
つ
い
て
 

創
業
支
援
補
助
金
 

消
防
署
用
地
購
入
 

中
学
校
施
設
修
繕
料
 

介
護
報
酬
の
改
定
 

県
水
受
水
費
 

雨
水
管
路
整
備
 

農
林
振
興
課
長 

農
林
振
興
課
長 

住
民
生
活
課
長 

学
校
教
育
課
長 

上
下
水
道
課
長 

地
域
振
興
課
長 

上
下
水
道
課
長 

副
町
長 

副
町
長 

福
祉
課
長 
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　春日山キャンプ場にはバンガローを７棟設置していますが、老朽化が進み施設利用は減少して
います。今後、老朽化した既設バンガローの解体を行っていく予定ですが、解体だけではキャン
プ場の魅力低下を招くため、魅力向上及び利用者増加を図るため、テントサイトデッキ（ウッド
デッキ）を令和６年３月末に新設し、施設利用料を定めました。

教育長の選任（再任）に同意 

福崎町キャンプ場の設置及び管理に関する条例を改正 
春日山キャンプ場にテントサイトデッキ（ウッドデッキ）を設置 

令和6年4月1日から 

消防団条例を改正 令和6年4月1日から 

改正後の施設利用料 

【改正理由】 

　福崎町では、平日昼間の火災発生時における初期消火の体制を強化し、地域防災力の充実を図
るため、平成30年に機能別消防団員制度を導入しました。
　制度導入当初11名でしたが、現在は条例定数と同じ30名になっています。基本団員退団後に機
能別団員への入団を希望する団員もあるため、機能別消防団員の定数を増員します。

【改正理由】 

　特定の任務に限り従事する消防団員（機能別団員）の定数を30人から50人に改正。

【改正概要】 

単　位 備　　　考 

子どもとは、小学生及び中学生をいう。 

日帰り使用も同額 

13時～翌日10時（日帰り使用の場合は、 
10時からの使用を可とする。） 
日帰り使用も同額 

入山料 
子ども１人１日 

金　額 

110円 

大人　１人１日 220円 

13時～翌日10時 
バンガロー 

１泊 4,400円 

テントサイトデッキ １泊 1,100円 

ＡＣ電源 
（テントサイトデッキ附属） 

１泊 550円 

（2時間につき） 休憩 660円 

使用品目 

　 橋　渉氏
はしたか わたる 住 所 

福崎町南田原 

任 期 
令和６年４月１日から３年間 

機能別消防団員 とは 
　能力や事情に応じて特定の活動のみに参加する消防団員で、災害等の現場で不足する消防力
を補完する役割を担います。今後、消防職員・団員ＯＢ、被雇用者、女性等が担い手となるこ
とが想定されます。

豆 知 識 
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水道料金体系の見直し 令和6年10月１日から 

　水道料金体系について、水道事業の創設許可を受けて以降、一般用、営業用など用途別に料金
を決定する用途別料金体系を採用してきましたが、近年の目まぐるしく変わる営業形態、用途に
対応しきれなくなってきています。このようなことから、福崎町上下水道事業審議会において、
適正な料金体系について審議し、公平性の観点から、水道メーターの口径により料金が異なる口
径別料金体系への移行が望ましいとの答申を得ました。

【改正経緯】 

　使用用途に応じて料金が異なる用途別料金体系から、水道メーターの口径により料金が異なる
口径別料金体系へ移行します。
　ただし、口径別料金体系へ移行後において、水道事業における給水収益に影響を与えないこと、
また、負担増加の影響が一般家庭に極力生じることがないことを踏まえた上で、所要の改正をし
ます。

【改正内容】 

【料金改定の時期】 

　水道は、住民にとって最も身近で欠かすことのできない公共サービスであり、今後とも安定的・
継続的な運営が求められます。日々、経費削減など収支改善につながる取り組みをしっかり行っ
てください。また、定期的に料金水準の検討を行うことも必要です。
　料金水準については、概ね５年を目安に検討を行うことが望ましいと考えます。ただし、水需
要や社会情勢の変化により、収支の将来見込みが現在の見込みと大きく乖離することとなった場
合は、５年未満であっても検証を始めることが重要です。

【上下水道審議会での附帯意見】 

基本料金（2か月） 超過料金（基本水量を超過した水量に適用） 

かい り
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第6次総合計画基本構想及び基本計画策定 第6次総合計画基本構想及び基本計画策定 第6次総合計画基本構想及び基本計画策定 
　総合計画は、福崎町の総合的かつ計画的な行政運営を図るため策定するもので、昭和45年７
月に第１次総合計画を策定してから現在まで、計画の実現に向け施策を行ってきました。この度、
第５次後期総合基本計画が令和６年３月末で終了するため、令和４年度から令和５年度にかけ第
５次総合計画の検証や第６次案を検討しました。その内容は総合計画審議会で審議され、２月
16日に答申を受けました。

第9期ゴールドサルビアプラン策定 第9期ゴールドサルビアプラン策定 第9期ゴールドサルビアプラン策定 

　老人福祉法に基づき全ての高齢者を対象とした保健福祉事業全般に関する高齢者福祉計画と、
介護保険法に基づき介護サービス等の基盤整備を計画的に進めるための基本となる介護保険事業
計画を定めるものです。
　令和３年３月に第８期ゴールドサルビアプランを策定し、高齢者ができる限り住み慣れた地域
で人生の最期まで自分らしい生活を送ることができる社会を実現するため、地域包括ケアシステ
ムの推進を進めてきました。これまでの取り組みを検証しつつ、社会経済情勢の変化による新た
な課題にも対応しながら引き続き高齢者保健福祉を総合的、計画的に推進するため策定します。

根拠法 計画の性格 

保健福祉事業全般に関する総合 
計画 

介護サービス等の基盤整備を計 
画的に進めるための実施計画 

主な対象者 

すべての高齢者 

要介護高齢者、要支援高齢者、要介護 
・要支援となるリスクの高い高齢者 

老人福祉法 
第20条の8

介護保険法 
第117条 

計画名称 

高齢者福祉計画 

介護保険事業計画 

基本構想：計画期間　令和６年度から令和15年度までの10年間

基本計画：令和６年度から令和８年度までの３年間
基本理念：支え合いいつまでも安心して暮らせるまちふくさき
基本方針：❶高齢者が健康でいきいきとした生活を送るための介護予防・社会参加の推進
　　　　　❷高齢者が自らの選択に基づき、自立した質の高い生活を送るための介護サービス等の充実・強化
　　　　　❸地域のあらゆる住民が役割を持ち支え合う地域コミュニティの確立（育成）

基本計画：計画期間　10年間（前期５年・後期５年）
　　　　　第１章から第５章まで、５つの基本目標ごとにそれぞれの施策を実施します。

基本理念：自治基本条例をふまえた参画と協働により、調和のとれたまちづくりを積極的に推進
将 来 像：

基本目標：基本理念と将来像に基づき、５つの基本目標を定め、まちづくりを進めていきます。
　　　　　❶ともに進める持続可能なまちづくり
　　　　　❷学びを充実し文化を育むまちづくり
　　　　　❸誰もが健やかに暮らせるまちづくり
　　　　　❹地域の特性をいかした活力と魅力のあるまちづくり
　　　　　❺誰もが安全で快適に暮らせるまちづくり

まちの将来目標 

活力にあふれ風格のある住みよいまち 
　　　　　　　　～住んで、学んで、働いて未来につながる福崎～ 

高齢者福祉計画・介護保険事業計画 

第５次総合計画の将来像を継承・発展させていくことを目標とします。
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能登半島地震職員派遣について 

委 員 長　　 高 平 記  
副委員長　石 川 　 治  
委　　員　河 嶋 重一郎 
委　　員　城 谷 英 之  
委　　員　冨 田 昭 市  
委　　員　松 岡 秀 人  
委　　員　三 輪 一 朝  

総務文教常任委員会 会計年度任用職員採用試験結果について 

高岡小学校複式学級について 高岡小学校複式学級について 高岡小学校複式学級について 
　高岡小学校では令和２年度に初めて２年と３
年が複式学級になりました。令和４年度に２年
と３年、４年と５年の複式学級となり、令和５

年度もふたつの複式学級を継続しました。令和
６年度からは１年と２年、３年と４年、５年と
６年の３つの複式学級となる見込みです。

　会計年度任用職員11職種の採用試験結果について、合格が13人、
補欠合格が８人と報告がありました。
　保育教諭の受験者がなかったことについて、委員から今後の方
向性について質問がありました。町長から、会計年度任用職員の
待遇改善をＰＲしながら採用に努めたいと答弁がありました。教
育長からは働きがいのある職場になるよう努めていきたいと答弁
がありました。

複式学級の 
学級編成基準 

●連続するふたつの学年で児童生徒が14人以下 
●小学校1年生を含む場合は1・2年生で8人以下 

令和5年度 2年生 3年生 4年生 5年生 

通常学級 

特別支援学級 

9

1年生 

3 3 7 7

1

6年生 

6

1

計 

35

2

総計 

37

令和6年度 2年生 3年生 4年生 5年生 

通常学級 

特別支援学級 

3

1年生 

5 9 3 7

1

6年生 

7

1

計 

34

2

総計 

36

・国語、社会、算数、理科（生活）は各学年ごとの少人数授業…加配・教務・教頭
・音楽、図エ、体育、家庭、道徳、学活は複式学級での授業

【経過】令和６年１月１日　石川県能登半島地方を震源とする地震が発生
　　　　　　　　１月４日　関西広域連合災害対策支援本部会議が開催され、兵庫県はカウンタ
　　　　　　　　　　　　　ーパート方式で珠洲市を支援することが決定

福崎町では、被災地派遣を希望する職員を募集し下記のとおり派遣したと報告がありました。

派遣期間：１月29日（月）から２月３日（土）までの６日間
派遣人数：職員２人（兵庫県６人、三田市２人、加東市
　　　　　２人と共に派遣）

【避難所支援・第8陣】 

派遣期間：２月22日（木）から２月29日（木）までの８日間
派遣人数：職員３人

【応急給水活動（給水車による活動）】 

カウンターパート方式とは 
　広域連合による総合調整のもと、
構成団体ごとに担当する被災府県を
決める方式。被災地のニーズ等を踏
まえ、迅速で効果的かつ継続的な支
援を実施します。

豆 知 識 
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　限度額を10億円から13億8000万円に、期間も令和
５年度から６年度の２か年から、令和５年度から７年
度の３か年に延長しています。増額の要因は資材、人
件費の高騰による全般的な増額などです。
　また、ごみ処理施設建設に係り、ごみ処理施設から
市川に合流するまでの浅野川全区間で断面が不足する
ため、造成工事に合わせ改修します。
　浅野川は市川町の町河川のため、市川町が事業主体
となって令和５年度から７年度で改修工事を行います。
　　●施工延長　　　1056ｍ
　　●改修後の幅員　2.5ｍから４ｍ
　　●改修後の深さ　1.5ｍから1.8ｍ
　この事業は緊急自然災害対策債の対象となり交付税
算入が70％あるため、30％が単費の負担になります。
ごみ処理場建設に伴う河川改修となるため、単費分に
ついては３町で負担します。

委 員 長　小 林 　 博  
副委員長　牛 尾 雅 一  
委　　員　植 岡 茂 和  
委　　員　宇 　 壽 幸  
委　　員　大 塚 記美代 
委　　員　竹 本 繁 夫  
委　　員　前 川 裕 量  

民生まちづくり常任委員会 

神崎郡次期ごみ処理施設建設事業進捗状況 神崎郡次期ごみ処理施設建設事業進捗状況 神崎郡次期ごみ処理施設建設事業進捗状況 

小型動カポンプ付積載車等の町負担割合変更 令和5年4月1日から遡及適用 

　近年の資材、人件費等の上昇に伴い、消防車両購入価格についても高騰していることから、「福
崎町各種事業補助金交付規則」を改正し、小型動カポンプ付積載車及び小型動カポンプ購入時の
町負担の最高限度を変更します。

積載車 

変更前 区　分 

事業費×1/3（10万円未満切捨） 
＋40万円 

変更後 

事業費×2/3（10万円未満切捨） 
（最高限度500万円） 

小型動力ポンプ 事業費×1/3（10万円未満切捨） 
＋35万円 事業費×2/3（10万円未満切捨） 

小型動力ポンプ付積載車 事業費×1/3（10万円未満切捨） 
＋75万円 

事業費×2/3（10万円未満切捨） 
（最高限度600万円） 

ふるさと応援寄附金増 
　令和５年度の12月までのふるさと応援寄附金集計の結果、全国
のふるさと納税者から3519件の申し込みがあり7462万１千円の寄
附金を受けました。前年度に比べ1182件増、寄付額は2132万９千
円の増、プラス29%となりました。
　参加事業社数は52社、記念品は336種類となっています。

　次期ごみ処理施設の用地造成工事について、令和４
年９月から令和５年12月に実施設計をおこないました。その結果、令和５年度当初見込額から
増額となるため、工事発注にあたり債務負担行為限度額を増額したと報告がありました。

用地造成工事費増額 
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通 告 の 内 容 

①都市計画道路について植 岡 茂 和  
１３ページ 

うえ おか しげ かず 

①子育て支援と教育課題について
②第６次総合計画について
③安全な町づくり
④観光対策について
⑤信頼と住民参加

小 林 　 博  
２１ページ 

こ ばやし ひろし 

①山崎断層帯地震について
②前回の質問について

城 谷 英 之  
２０ページ 

しろ たに ひで ゆき 

①福崎町の今後の財政状況と重点施策
　の継続について
②地震による液状化とインフラへの影
　響、ならびに災害に対する事前準備

三 輪 一 朝  
１８ページ 

み わ かず とも 

①災害時避難所の空調設備の整備につ
　いて
②中学校部活動における地域移行の進
　捗状況について
③満３歳児保育について

石 川 　 治  
１５ページ 

いし かわ おさむ 

「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ
「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ

各議員の一般質問のページは字数に制限があるため抜粋されています。 
一般質問の詳細な様子はＱＲコードを読み取ってご覧ください。 

①土地改良区施設について
②学校施設の遊具について
③町消防団施設充実について

竹 本 繁 夫  
１７ページ 

たけ もと しげ お 

①いじめについて
②不登校対策について
③介護予防について

大塚記美代 
１４ページ 

おお つか き み よ 

①小中学校の体育館の設備について
②防災・減災推進について
③自然観光資源の開発について
④農作物に対する獣害対策について

よし たか ひら き 

　 高 平 記  
１６ページ 

①学校教育についてう さき かず ゆき 

宇 　 壽 幸  
１９ページ 
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町
道
福
崎
駅
田
原
線

の
進
捗
状
況
は
。
 

 　
令
和
７
年
度
完
成
と
し

て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
か
ら
は
本
格

的
に
用
地
買
収
を
実
施
し

て
お
り
、
数
名
の
方
に
は

契
約
を
締
結
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
一
方
、
町

道
千
束
新
町
線
に
お
い
て

は
、
本
格
的
な
交
渉
は
令

和
６
年
度
か
ら
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
令
和
７
年
度

末
の
完
成
は
難
し
い
で
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
令
和
９

年
度
末
の
事
業
完
成
と
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。
契
約
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
は
、
福
崎

駅
田
原
線
で
は
、
契
約
予

定
者
数
25
名
に
対
し
て
、

契
約
頂
い
て
い
る
方
は
13

名
で
、
率
に
し
て
52
％
の

方
の
ご
協
力
を
得
て
い
ま

す
。
千
束
新
町
線
で
は
、

契
約
予
定
者
数
と
し
て
15

名
の
方
が
お
ら
れ
ま
す
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
契
約
い
た

だ
い
た
方
は
い
ま
せ
ん
。

 
 
千
束
新
町
線
の
契
約

が
な
い
要
因
は
。
 

 　
令
和
５
年
度
は
、
物
件

補
償
費
の
算
定
業
務
中
で

し
て
、
本
格
的
な
交
渉
は

令
和
６
年
度
か
ら
に
な
り

ま
す
。

 
 
地
元
要
望
の
交
差
点

協
議
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

 　
現
在
の
と
こ
ろ
進
捗
は

あ
り
ま
せ
ん
が
引
き
続
き

公
安
委
員
会
と
協
議
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 
 
県
道
甘
地
福
崎
線
の

予
定
、
進
捗
状
況
は
。
 

 　
令
和
５
年
度
に
用
地
買

収
済
み
の
一
部
区
間
、
約

80
ｍ
に
つ
き
ま
し
て
工
事

が
完
了
し
て
い
ま
す
。
用

地
契
約
が
未
了
の
地
権
者

の
方
は
４
名
お
ら
れ
ま
す

が
、
未
買
収
地
の
大
部
分

が
寄
付
し
て
い
た
だ
く
協

定
を
結
ん
で
い
る
企
業
が

所
有
し
て
い
ま
す
。
粘
り

強
く
企
業
と
の
交
渉
を
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
協
定

締
結
時
か
ら
社
会
情
勢
も

変
わ
り
協
力
す
る
こ
と
が

難
し
い
と
い
う
企
業
の
考

え
で
す
。
協
定
履
行
に
向

け
た
調
整
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

 
 
協
定
書
に
サ
イ
ン
さ

れ
た
と
き
は
、
町
長
が
さ

れ
た
の
か
。
 

 　
協
定
し
た
の
は
前
任
の

町
長
で
す
が
、
一
部
変
更

が
あ
り
、
私
の
名
前
で
用

地
は
提
供
し
て
い
た
だ
く

と
い
う
協
定
書
を
締
結
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

 
 
社
会
情
勢
が
変
わ
り

協
力
す
る
の
は
難
し
い
と

い
う
企
業
側
か
ら
の
主
張

で
す
が
、
町
長
は
、
協
定

と
は
違
う
の
で
は
な
い
か
、

と
強
い
意
志
を
も
っ
て
話

し
合
い
に
臨
ん
で
ほ
し
い
。
 

 　
会
社
と
お
話
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
社
会
情

勢
が
変
わ
り
、
企
業
の
状

況
も
変
わ
る
中
、
無
償
提

供
は
難
し
い
と
い
う
お
話

を
聞
き
ま
し
た
が
、
町
と

し
ま
し
て
は
協
定
書
は
約

束
事
で
契
約
と
同
じ
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
を
申

し
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
一
対
一
で
話
し

て
も
な
か
な
か
前
に
進
ま

な
い
の
で
調
停
の
中
で
第

三
者
を
交
え
、
協
定
の
あ

り
方
も
含
め
、
前
に
進
め

て
い
く
方
法
を
一
緒
に
考

え
て
い
た
だ
い
た
ら
と
の

思
い
で
す
。

 
 
県
道
甘
地
福
崎
線
の

駅
前
交
差
点
、
カ
ワ
モ
ト

カ
メ
ラ
前
の
横
断
歩
道
は

建
物
の
陰
で
歩
行
者
の
確

認
が
困
難
で
あ
る
。
カ
ワ

モ
ト
カ
メ
ラ
側
に
ミ
ラ
ー

が
欲
し
い
と
多
く
の
要
望

を
受
け
担
当
課
に
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
検
討

は
進
ん
で
い
る
か
。
 

 　
県
と
協
議
中
で
す
。
協

議
が
整
い
次
第
設
置
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

技
監
 

町
長
 

町
長
 

問
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

植 岡 茂 和 

前回令和７年度末の完成は難しいとの 
ことだったが、その後の進捗状況は 
令和９年度末の事業完成となるのではないかと 
考えています 

ミラー設置要望箇所（駅前交差点）
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い
じ
め
は
犯
罪
。
い

じ
め
防
止
対
策
に
つ
い
て

の
児
童
や
生
徒
の
自
主
的

な
活
動
は
あ
る
か
。
 

  　
小
学
校
で
は
人
権
作
文

等
に
い
じ
め
問
題
を
取
り

上
げ
、
自
分
の
意
見
を
述

べ
る
児
童
は
い
ま
す
。
中

学
校
で
は
生
徒
会
が
主
体

と
な
り
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
ル

ー
ル
を
作
成
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
誹
謗
中
傷
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
を
な
く

し
て
い
く
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
　
い
じ
め
に
つ
い
て
の

法
律
的
な
こ
と
は
教
え
て

い
る
か
。
 

  　
法
律
的
な
こ
と
、
い
じ

め
は
犯
罪
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
学
年
に
応
じ
て

段
階
的
に
指
導
を
し
て
い

ま
す
。

　
　
触
法
少
年
や
精
神
障

が
い
な
ど
、
将
来
に
わ
た

っ
て
学
校
で
の
い
じ
め
の

影
響
は
大
き
い
と
思
う
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
か
。
 

  　
い
じ
め
は
児
童
生
徒
の

将
来
に
ま
で
影
響
の
あ
る

重
大
な
事
案
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
い
じ
め
の

加
害
被
害
に
よ
り
心
に
負

っ
た
傷
は
生
徒
の
将
来
の

生
き
方
や
物
の
考
え
方
に

も
多
大
な
影
響
を
与
え
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
支

援
が
必
要
だ
が
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
学
習
支
援
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。
 

  　
希
望
す
る
子
ど
も
に
対

し
て
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ

る
授
業
参
加
も
行
っ
て
い

ま
す
。
録
画
で
は
な
く
ラ

イ
ブ
を
自
宅
で
見
ま
す
。

　
　
家
族
へ
の
支
援
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
 

  　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
関
わ
り
、

あ
わ
せ
て
月
に
１
回
心
を

開
く
親
の
会
を
開
催
し
、

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
家
族
へ

の
支
援
に
も
努
め
て
い
ま

す
。
保
護
者
間
の
連
携
は
、

自
主
的
に
保
護
者
同
士
で

つ
な
が
っ
て
い
ろ
ん
な
話

合
い
を
さ
れ
た
り
と
い
う

の
は
聞
い
て
い
ま
す
。

　
　
不
登
校
の
子
の
居
場

所
と
し
て
週
に
１
回
で
も

集
え
、
親
同
士
も
話
が
で

き
る
よ
う
に
、
図
書
館
の

一
室
な
ど
で
専
門
家
が
い

て
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ

れ
ば
良
い
と
思
う
が
。
 

  　
の
ぞ
み
教
室
を
サ
ル
ビ

ア
会
館
で
毎
週
火
曜
日
と

木
曜
日
の
午
後
、
週
２
回

開
催
し
て
い
ま
す
。
不
登

校
指
導
員
が
児
童
生
徒
を

支
援
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
保
護
者
の
相

談
に
も
対
応
し
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
対
応
を
継
続

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
介
護
予
防
に
つ
い
て

は
行
政
か
ら
の
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
で
な
く
、
住
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で

は
な
い
か
。
 

  　
高
齢
に
な
っ
て
も
地
域

の
い
ろ
い
ろ
な
場
、
老
人

ク
ラ
ブ
や
地
区
の
役
員
、

福
祉
に
関
わ
る
委
員
な
ど

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
住
民
参
加
で
高
齢
者

の
問
題
を
考
え
る
こ
と
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１

名
を
配
置
し
、
町
内
の
多

職
種
間
、
他
団
体
間
、
老

人
ク
ラ
ブ
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
、
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
、

民
生
委
員
、
大
学
で
地
域

で
で
き
る
高
齢
者
対
策
を

話
し
合
っ
て
お
り
、
地
域

資
源
掘
り
起
こ
し
や
課
題

解
決
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
な
ど
の
強
化
を
進
め
て

い
ま
す
。

福
祉
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

不
登
校
対
策
に

不
登
校
対
策
に
 

　
　
　
　
つ
い
て

　
　
　
　
つ
い
て
 

不
登
校
対
策
に
 

　
　
　
　
つ
い
て
 

介
護
予
防
に
　

介
護
予
防
に
　
 

　
　
　
　
つ
い
て

　
　
　
　
つ
い
て
 

介
護
予
防
に
　
 

　
　
　
　
つ
い
て
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

いじめは犯罪。いじめについての 
法律的なことは教えているか 

大塚記美代 
いわゆる法律的なこと、いじめは犯罪であることに 
ついては、学年に応じて段階的に指導をしています 

不登校の子どもを持つ
親たちの会
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昨
秋
に
認
定
こ
ど
も

園
に
お
け
る
満
３
歳
児
保

育
に
つ
い
て
、
満
３
歳
を

迎
え
た
翌
月
か
ら
１
号
認

定
で
預
け
ら
れ
る
制
度
の

導
入
を
教
育
委
員
会
に
依

頼
し
た
。
姫
路
市
か
ら
の

移
住
者
が
、
姫
路
市
で
は

こ
の
制
度
が
あ
る
た
め
、

福
崎
町
で
も
当
然
あ
る
も

の
と
し
て
１
号
認
定
で
預

け
よ
う
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
、

福
崎
町
に
は
そ
の
制
度
は

な
い
と
の
こ
と
で
相
談
を

受
け
た
。
 

　
満
３
歳
児
保
育
に
つ
い

て
は
、
３
号
認
定
の
２
歳

児
ク
ラ
ス
に
、
満
３
歳
に

な
ら
れ
た
在
宅
の
子
ど
も

が
１
号
認
定
と
し
て
在
籍

さ
れ
る
と
い
う
の
が
制
度

の
主
な
趣
旨
で
す
。
正
確

に
は
満
３
歳
児
教
育
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

 
 
先
月
サ
ル
ビ
ア
こ
ど

も
園
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

役
場
か
ら
こ
の
制
度
を
令

和
６
年
度
か
ら
試
験
的
導

入
す
る
旨
連
絡
が
あ
り
、

姫
学
こ
ど
も
園
も
同
時
に

導
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
条
件
を
付
さ
れ
た
と

あ
っ
た
。
 

　
２
号
、
３
号
の
保
育
認

定
定
員
が
充
足
さ
れ
な
い

と
、
こ
の
満
３
歳
児
保
育

の
１
号
認
定
は
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の

制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て

は
、
２
号
認
定
、
３
号
認

定
の
保
育
と
は
全
く
切
り

離
し
て
考
え
る
制
度
で
あ

る
と
私
は
認
識
を
し
て
い

る
。
 

 　
２
号
認
定
は
満
３
歳
以

上
、
３
号
認
定
は
３
歳
未

満
の
子
ど
も
で
、
ど
ち
ら

も
保
護
者
の
就
労
又
は
疾

病
な
ど
に
よ
り
、
家
庭
に

お
い
て
必
要
な
保
育
を
受

け
る
こ
と
が
困
難
な
子
ど

も
が
対
象
で
す
。

　
１
号
認
定
は
満
３
歳
以

上
で
２
号
認
定
以
外
の
子

ど
も
が
対
象
で
、
以
前
の

幼
稚
園
と
同
じ
で
す
。

　
ご
質
問
で
す
が
、
２
号

認
定
、
３
号
認
定
と
１
号

認
定
は
、
保
育
と
教
育
と

い
う
区
分
が
違
い
ま
す
の

で
、
切
り
離
し
て
考
え
る

こ
と
は
間
違
っ
て
い
な
い

と
思
い
ま
す
。
た
だ
町
と

し
て
は
、
家
庭
で
必
要
な

保
育
を
受
け
る
こ
と
が
困

難
な
方
を
優
先
し
て
お
預

か
り
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 
 
文
科
省
地
震
調
査
研

究
推
進
本
部
資
料
に
よ
る

と
、
山
崎
断
層
帯
に
お
け

る
地
震
の
発
生
確
率
は
、

今
後
３０
年
以
内
に
約
５
パ

ー
セ
ン
ト
以
下
と
さ
れ
て

お
り
、
震
度
も
５
強
か
ら

６
弱
の
予
想
で
あ
る
。
 

　
災
害
時
に
お
け
る
一
時

的
な
指
定
避
難
場
所
と
し

て
、
体
育
館
を
は
じ
め
と

す
る
町
有
施
設
１８
施
設
及

び
財
産
区
会
館
、
各
地
区

公
民
館
３７
か
所
の
計
５６
か

所
が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

空
調
設
備
の
整
備
さ
れ
て

い
る
施
設
は
何
か
所
あ
る

の
か
。
 

　
避
難
所
の
空
調
設
備
の

整
備
状
況
で
す
が
、
福
崎

財
産
区
を
含
め
公
共
施
設

関
係
の
避
難
所
に
つ
い
て

は
、
19
か
所
の
う
ち
11
か

所
に
空
調
設
備
が
あ
り
、

各
地
区
公
民
館
に
つ
い
て

は
全
て
の
公
民
館
で
空
調

設
備
は
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

 
 
町
有
施
設
で
あ
る
指

定
避
難
所
と
し
て
の
町
内

小
中
学
校
や
町
体
育
館
が

指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
い

ず
れ
の
体
育
館
に
も
空
調

設
備
は
全
く
整
っ
て
い
な

い
。
有
事
の
際
へ
の
備
え

と
し
て
、
指
定
避
難
所
で

あ
る
体
育
館
へ
の
空
調
設

備
の
整
備
に
つ
い
て
求
め

る
。
 

　
小
中
学
校
の
体
育
館
空

調
設
備
に
つ
い
て
、
熱
中

症
対
策
な
ど
児
童
生
徒
及

び
教
職
員
の
体
調
管
理
に

配
慮
す
る
こ
と
は
重
要
で

あ
り
、
体
育
の
授
業
や
部

活
動
で
使
用
す
る
ほ
か
、

災
害
発
生
時
に
お
い
て
避

難
所
と
し
て
利
用
さ
れ
る

施
設
で
す
の
で
、
空
調
設

備
の
必
要
性
に
つ
い
て
は

認
識
を
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
に
計
画
の

一
部
見
直
し
を
予
定
し
て

い
る
学
校
施
設
等
長
寿
命

化
計
画
の
中
で
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

 
 
指
定
避
難
所
と
な
る

体
育
館
の
空
調
に
つ
い
て
、

震
災
等
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
止
ま
っ
た
時
の
こ
と
を

考
え
る
と
、
動
力
に
つ
い

て
は
電
気
で
は
な
く
、
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い

る
か
。
 

　
動
力
に
つ
い
て
、
災
害

時
に
は
電
気
よ
り
も
ガ
ス

の
ほ
う
が
有
用
で
あ
る
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
ガ
ス
を

設
置
し
て
い
る
他
市
町
も

見
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
よ

う
な
視
点
を
持
ち
な
が
ら

検
討
し
ま
す
。

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

問
 

問
 

石 川 　治  
満３歳児の教育認定について、受け入れを行うか 
どうかは私立園の運営方針であると考えます 

満３歳児保育について 

災
害
時
避
難
所
の
空
調

災
害
時
避
難
所
の
空
調
 

設
備
の
整
備
に
つ
い
て

設
備
の
整
備
に
つ
い
て
 

災
害
時
避
難
所
の
空
調
 

設
備
の
整
備
に
つ
い
て
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エ
ア
コ
ン
の
設
備
は

令
和
５
年
度
ま
で
に
は
学

校
の
教
室
で
、
そ
し
て
６

年
度
の
予
算
は
学
校
の
特

別
教
室
や
第
１
体
育
館
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で

計
画
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
運
動
を
し
て
汗
を
か
き

水
分
を
必
要
と
す
る
学
校

の
体
育
館
は
未
だ
設
置
さ

れ
て
お
ら
ず
、
令
和
６
年

度
の
予
算
に
も
上
が
っ
て

い
な
い
。
最
近
福
崎
町
の

夏
の
最
高
気
温
が
全
国
的

に
有
名
に
な
っ
て
い
る
が
、

学
校
や
生
徒
か
ら
の
要
望

は
。
 

 　
小
中
学
校
で
は
通
常
の

授
業
や
卒
業
式
等
の
行
事
、

講
演
会
等
の
教
育
活
動
に

お
け
る
要
望
に
加
え
て
、

中
学
校
で
は
部
活
動
で
は

ほ
ぼ
毎
日
使
用
し
て
い
て
、

生
徒
た
ち
の
心
身
の
安
全

面
か
ら
も
早
期
の
空
調
設

備
設
置
の
要
望
が
あ
り
ま

す
。

　
 
他
の
市
町
村
で
の
体

育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
状

況
や
計
画
は
。
 

 　
令
和
５
年
11
月
１
日
現

在
、
兵
庫
県
内
の
公
立
学

校
体
育
館
の
空
調
設
備
整

備
状
況
は
、
小
学
校
で
27

・
6
％
、
中
学
校
で
33
・

2
％
、
全
体
で
29
・
4
％

で
す
。
近
隣
市
町
の
設
置

状
況
は
、
姫
路
市
は
令
和

６
年
度
か
ら
８
年
度
に
か

け
て
全
校
に
整
備
す
る
予

定
、
加
西
市
・
市
川
町
・

神
河
町
は
整
備
す
る
方
向

で
検
討
中
で
す
。

　
 
福
崎
町
の
方
針
で
は

令
和
６
年
度
に
は
予
算
に

計
上
さ
れ
て
な
い
が
、
今

後
２
、
３
年
先
に
は
計
画

を
さ
れ
る
予
定
か
。
 

 　
令
和
６
年
度
に
計
画
の

一
部
を
見
直
す
予
定
で
す
。

学
校
施
設
等
長
寿
命
化
計

画
の
中
で
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
 
昨
年
の
高
岡
校
区
の

避
難
所
運
営
訓
練
は
、
町

内
初
と
い
う
こ
と
で
人
数

を
制
限
し
て
実
施
し
た
。

令
和
６
年
度
は
規
模
を
拡

大
し
、
さ
ら
に
他
校
区
へ

も
水
平
展
開
し
て
広
げ
て

も
ら
い
た
い
が
、い
か
が
か
。
  　

高
岡
校
区
で
実
施
し
た

避
難
所
運
営
訓
練
で
は
、

住
民
の
方
に
も
い
ろ
い
ろ

気
づ
き
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
、
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
各
校

区
で
の
実
施
と
い
う
こ
と

は
以
前
か
ら
考
え
て
い
ま

し
た
の
で
、
推
進
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
 
最
近
は
小
型
ポ
ン
プ

付
積
載
車
で
す
ら
価
格
は

約
６
０
０
万
円
、
自
動
車

学
校
で
は
約
９
割
が
オ
ー

ト
マ
限
定
免
許
申
請
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
質
問
で
福

崎
町
の
各
消
防
分
団
の
消

防
車
の
内
、
オ
ー
ト
マ
車

が
９
台
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
車

が
２３
台
で
、
使
用
年
数
は

大
体
２０
年
〜
３０
年
位
で
あ

る
こ
と
を
確
認
。
次
に
分

団
が
高
価
な
消
防
車
を
買

換
え
ず
と
も
、
貴
重
な
若

者
に
参
加
を
促
し
育
成
す

る
た
め
に
、
オ
ー
ト
マ
限

定
免
許
者
が
マ
ニ
ュ
ア
ル

消
防
車
に
乗
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
助
成
が
で
き

な
い
か
を
問
う
た
。
 

 　
現
在
は
消
防
団
の
本
団

幹
部
に
限
定
し
て
各
種
援

助
活
動
に
必
要
な
免
許
、

資
格
の
取
得
費
用
の
一
部

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
全
団
員
を
対
象
と
し

て
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

質
問
の
オ
ー
ト
マ
車
限
定

解
除
に
係
る
助
成
金
に
つ

い
て
は
、
対
象
と
な
る
団

員
数
、
必
要
額
な
ど
を
見

て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

避
難
所
運
営
訓
練
　

避
難
所
運
営
訓
練
　
 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
の
拡
大
拡
大
 

避
難
所
運
営
訓
練
　
 

　
　
　
　
　
の
拡
大
 

自
治
体

自
治
体
の
　
　
　

　
　
　
 

消
防
団

消
防
団
へ
の
助
成
助
成
 

自
治
体
の
　
　
　
 

消
防
団
へ
の
助
成
 

　 高 平 記 

小中学校の体育館へのエアコンの 
設置は 
令和６年度に計画の一部を見直し、学校施設等長 
寿命化計画の中で検討していきます 

高岡校区での第１回避難所運営訓練の様子

、
 

、
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学
校
施
設
遊
具
は
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
場
で
あ

り
、
健
康
づ
く
り
に
役
立

つ
と
考
え
る
。
各
小
学
校
、

幼
児
園
の
遊
具
の
数
は
。
 

 　
小
学
校
の
遊
具
の
数
は

37
基
で
す
。
幼
児
園
の
遊

具
は
53
基
で
す
。

 
 
各
小
学
校
に
お
い
て

遊
具
を
点
検
さ
れ
た
後
の

評
価
は
。
 

 　
点
検
の
判
定
は
A
判
定

が
0
基
、
B
判
定
は
1
基
、

C
判
定
は
25
基
、
D
判
定

は
1
基
で
す
。

 
 
遊
び
場
の
学
校
施
設

遊
具
は
安
全
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
田
原
小
学
校

の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
遊
具

が
危
険
防
止
の
た
め
に
使

え
な
い
よ
う
に
テ
ー
プ
が

張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。

何
と
か
早
急
に
修
繕
し
、

使
え
る
よ
う
に
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
多
く
の
保
護

者
か
ら
強
い
要
望
の
声
も

あ
る
。
 

 

　
田
原
小
の
遊
具
に
つ
い

て
は
、
目
視
や
腐
食
点
検

し
、
安
全
な
状
況
を
維
持

し
て
き
ま
し
た
。
必
要
に

応
じ
て
修
繕
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
の
遊
具
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
学
校
ご
と
に

要
望
を
提
出
い
た
だ
い
た

中
で
精
査
し
、
必
要
な
修

繕
に
つ
い
て
は
計
画
的
に

予
算
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。

 
 
平
成
５
年
１２
月
に
国

宝
姫
路
城
が
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
は

ご
存
じ
の
こ
と
と
思
う
が
、

世
界
か
ん
が
い
排
水
遺
産

は
ご
存
じ
か
。
 

 　
か
ん
が
い
排
水
に
係
る

科
学
的
・
技
術
的
知
見
に

よ
り
、
食
糧
や
繊
維
の
供

給
を
世
界
規
模
で
強
化
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
国

際
か
ん
が
い
排
水
委
員
会

が
「
か
ん
が
い
の
歴
史
・

発
展
を
明
ら
か
に
し
、
理

解
熟
成
を
図
る
と
と
も
に
、

か
ん
が
い
施
設
の
適
切
な

保
全
に
資
す
る
た
め
」
認

定
し
、
登
録
し
た
も
の
で

す
。

 
 
西
光
寺
野
土
地
改
良

区
は
、
か
ん
が
い
排
水
路

を
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺

産
に
申
請
手
続
き
を
行
お

う
と
し
て
い
る
。
建
設
か

ら
1
0
0
年
以
上
が
経
過

し
、
歴
史
的
に
も
技
術
的

に
も
社
会
的
価
値
が
あ
る

か
ん
が
い
排
水
路
だ
が
、

当
該
の
水
路
は
老
朽
化
が

著
し
く
、
維
持
管
理
し
て

い
く
に
は
費
用
が
か
か
る
。

補
助
の
増
額
を
考
え
ら
れ

な
い
か
。
 

 　
歴
史
的
資
産
を
大
事
に

す
る
こ
と
は
理
解
し
ま
す

が
、
認
定
さ
れ
て
も
補
助

の
増
額
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。

 
 
役
場
配
備
の
緊
急
車

両
と
し
て
東
部
・
西
部
・

中
部
に
指
令
車
３
台
体
制

が
必
要
と
考
え
る
。
更
新

時
期
も
含
め
て
計
画
的
な

配
置
を
。
 

 　
３
支
部
体
制
で
行
っ
て

い
ま
す
が
、
財
源
的
に
難

し
い
状
況
で
す
。
役
場
の

集
中
管
理
車
１
台
を
使
用

で
き
る
よ
う
配
置
し
て
い

ま
す
。

 
 
令
和
６
年
度
予
算
で

分
団
交
付
金
の
増
額
が
図

ら
れ
て
い
る
か
。
 

 　
年
末
特
別
警
戒
に
お
け

る
活
動
交
付
金
を
各
分
団

5
0
0
0
円
増
額
し
た
予

算
と
し
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 

問
 

農
林
振
興
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

町
長
 

防
災
防
災
・
減
災
推
進

減
災
推
進
に
 

取
り
取
り
組
む
た

組
む
た
め
に
も
 

防
災
・
減
災
推
進
に
 

取
り
組
む
た
め
に
も
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要望を精査し、必要ならば、計画的に予算を計上します 

田原小の遊具にテープが張られ使えない 
状況となっている。早急に修繕が必要では 

土
地
改
良
区
施
設

土
地
改
良
区
施
設
 

に
つ
い
て
　
　
　

　
　
　
 

土
地
改
良
区
施
設
 

に
つ
い
て
　
　
　
 

、
 

使えないアスレチック（田原小学校）



一般質問 
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段階的な拡充は難しい状況です 

財政難のもと、子育て支援を 
充実させるのか 

 
 
福
崎
町
は
、
貯
金
で

あ
る
財
政
調
整
基
金
を
取

り
崩
し
て
、
年
度
当
初
予

算
に
組
み
込
む
こ
と
が
常

態
化
し
て
い
る
う
え
に
、

決
算
で
も
充
当
し
て
い
る
。
 

　
財
政
調
整
基
金
の
取
崩

額
は
、
令
和
4
年
度
決
算

で
1
億
3
千
万
円
、
令
和

5
年
度
決
算
見
込
み
で
は

2
億
3
千
万
円
で
あ
っ
て
、

財
政
調
整
基
金
残
額
は
10

億
4
千
万
円
程
度
に
減
少

す
る
。
 

　
大
型
投
資
で
あ
る
神
崎

郡
新
ご
み
処
理
場
建
設
、

中
播
消
防
署
の
建
て
替
え

は
、
起
債
に
よ
る
財
源
確

保
と
な
っ
て
償
還
期
間
が

数
十
年
に
お
よ
ぶ
う
え
に
、

金
利
上
昇
局
面
で
は
金
利

負
担
額
増
加
の
影
響
を
受

け
や
す
い
。
 

　
こ
の
ほ
か
、
令
和
１０
年

の
神
崎
郡
新
ご
み
処
理
場

稼
働
ま
で
の
間
、
姫
路
市

美
化
セ
ン
タ
ー
に
ご
み
処

理
を
委
託
し
て
い
る
た
め

に
、
く
れ
さ
か
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
稼
働
時
と
比
較

し
、
財
政
支
出
が
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
。
 

　
福
崎
町
の
財
政
状
況
が

改
善
す
る
に
は
、
国
か
ら

新
た
に
大
規
模
の
財
政
支

援
、
税
収
の
増
、
お
よ
び

過
去
に
起
債
し
た
償
還
の

完
了
な
ど
の
大
規
模
の
歳

出
減
が
な
い
場
合
は
、
長

期
の
財
政
不
均
衡
が
継
続

し
、
財
源
不
足
を
財
政
調

整
基
金
に
求
め
続
け
る
こ

と
に
つ
い
て
の
見
解
は
ど

う
か
。
 

　
令
和
5
年
度
に
作
成
し

た
今
後
10
年
間
の
中
期
財

政
計
画
で
は
、
歳
入
不
足

が
発
生
し
、
令
和
6
年
度

か
ら
令
和
9
年
度
に
か
け

て
、
年
度
決
算
で
毎
年
2

億
円
台
の
財
政
調
整
基
金

を
取
り
崩
す
見
込
み
で
す
。

　
　
福
崎
町
で
新
年
度
予

算
の
歳
入
不
足
を
満
た
す

財
政
調
整
基
金
保
有
高
が

な
い
う
え
に
、
歳
入
と
歳

出
を
均
衡
さ
せ
る
何
ら
か

の
対
応
が
な
さ
れ
な
い
場

合
に
は
、
予
算
組
み
が
不

能
と
な
っ
て
住
民
サ
ー
ビ

ス
が
停
滞
す
る
可
能
性
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。
 

　
こ
の
ま
ま
何
も
対
策
を

し
な
い
と
な
る
と
、
予
算

組
み
不
能
と
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
　
こ
こ
数
年
内
の
大
規

模
の
歳
入
増
は
困
難
な
こ

と
か
ら
、
中
長
期
の
財
政

不
均
衡
を
打
開
す
る
た
め

の
施
策
の
中
止
、
縮
小
、

負
担
の
見
直
し
な
ど
に
つ

い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。
 

　
こ
こ
5
年
ほ
ど
が
特
に

財
政
的
に
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
事
業
推
進
に
は
、
よ
り

一
層
の
選
択
と
集
中
に
よ

り
必
要
な
事
業
に
重
点
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

歳
入
増
、
歳
出
削
減
に
向

け
た
両
方
の
取
組
を
、
し

っ
か
り
と
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
　
財
政
難
が
継
続
す
る

中
で
、
福
崎
町
の
子
育
て

支
援
は
、
中
長
期
的
に
充

実
さ
せ
る
の
か
。
 

　
福
崎
町
の
１
番
の
課
題

は
人
口
減
少
、
高
齢
化
な

ど
で
あ
っ
て
、
最
も
大
切

な
対
策
が
子
育
て
支
援
、

教
育
環
境
の
充
実
で
す
。

　
福
崎
町
は
持
続
的
な
財

政
運
営
が
基
本
で
あ
っ
て
、

財
政
調
整
基
金
を
壊
し
て

ま
で
で
き
ま
せ
ん
が
、
子

育
て
支
援
、
教
育
環
境
を

優
先
的
に
充
実
さ
せ
た
い

と
考
え
ま
す
。

　
　
加
西
市
は
、
兵
庫
県

１
位
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
受
入
額
に
よ
り
、
潤

沢
な
財
政
と
な
っ
て
子
育

て
支
援
策
を
充
実
さ
せ
て

い
る
。
 

　
他
自
治
体
の
子
育
て
支

援
策
を
は
じ
め
と
し
た
住

民
サ
ー
ビ
ス
拡
充
の
影
響

か
ら
福
崎
町
は
住
民
サ
ー

ビ
ス
拡
充
す
る
の
か
。
 

　
物
価
高
に
よ
る
給
食
費

の
原
材
料
費
上
昇
分
は
値

上
げ
せ
ず
に
福
崎
町
負
担

と
し
て
い
ま
す
が
、
福
崎

町
で
は
、
加
西
市
が
取
り

組
む
５
つ
の
無
料
化
そ
の

通
り
の
施
策
は
で
き
ま
せ

ん
。

問
 

町
長
 

三 輪 一 朝 

問
 

問
 

企
画
財
政
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

町
長
 

問
 

問
 

町
長
 

●加西市の5つの無料化 
　０歳～５歳児の保育料無料化
　給食の無料化
　高校３年生まで医療費の無料化
　生後３か月～満１歳までオムツ等の無料化
　病児・病後児保育の無料化



一般質問 

 
 
今
年
度
県
か
ら
新
し

い
事
業
と
し
て
児
童
生
徒

の
不
登
校
対
策
が
実
施
さ

れ
、
令
和
６
年
度
は
指
導

員
１
名
を
追
加
し
、
児
童

生
徒
の
た
め
に
見
守
る
支

援
を
す
る
。
ど
の
よ
う
な

体
制
づ
く
り
が
で
き
る
か
。
 

 　
サ
ル
ビ
ア
会
館
で
令
和

５
年
度
か
ら
「
の
ぞ
み
教

室
」
を
新
た
に
設
置
し
、

学
校
へ
行
け
な
い
子
ど
も

の
居
場
所
と
し
て
捉
え
て

い
ま
す
。
令
和
６
年
度
は

３
名
の
不
登
校
支
援
員
で

対
応
し
ま
す
。

 
「
県
立
福
崎
高
等
学
校

と
県
立
夢
前
高
等
学
校
」

の
統
廃
合
に
つ
い
て
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
対
応

は
。
 

 　
令
和
７
年
４
月
に
発
展

的
統
合
校
が
開
校
す
る
と

い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
令
和
６
年
度
の
新
中

学
３
年
生
が
受
検
対
象
で

す
。
校
名
は
播
磨
福
崎
高

等
学
校
で
、
場
所
は
今
の

福
崎
高
等
学
校
、
普
通
科

と
文
理
探
究
科
を
設
置
し
、

１
学
年
６
ク
ラ
ス
か
ら
８

ク
ラ
ス
が
で
き
る
予
定
で

す
。
例
年
８
月
に
オ
ー
プ

ン
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
が
実
施

さ
れ
て
お
り
、
福
崎
高
校

独
自
で
の
学
校
説
明
会
が

８
月
上
旬
と
11
月
に
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
教
員
が

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て

各
中
学
校
に
説
明
に
行
く

予
定
と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

 
 
中
学
校
の
土
日
部
活

動
の
地
域
移
行
は
い
つ
頃

の
予
定
か
。
 

 　
令
和
７
年
に
向
け
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
の
議
論
に

も
よ
り
ま
す
の
で
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
進
め
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ

う
な
ら
な
い
可
能
性
も
な

い
こ
と
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 
 
学
校
の
「
働
き
方
改

革
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

負
担
軽
減
の
た
め
に
も
ベ

テ
ラ
ン
教
員
の
再
任
が
必

要
だ
と
思
わ
れ
る
。
ど
の

よ
う
に
し
て
退
職
後
の「
ベ

テ
ラ
ン
教
員
」
を
確
保
さ

れ
て
い
る
か
。
 

 　
兵
庫
県
教
育
委
員
会
で

は
、
退
職
者
の
豊
か
な
経

験
や
専
門
的
な
知
識
を
生

か
し
て
、
よ
り
充
実
し
た

教
育
活
動
を
展
開
す
る
た

め
、
再
任
用
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
退
職
者
に
は

こ
の
制
度
を
周
知
す
る
と

と
も
に
教
育
委
員
会
、
校

長
か
ら
お
願
い
し
、
人
材

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

 
 
２
０
０
８
年
「
反
ゆ

と
り
教
育
」
に
か
じ
が
切

ら
れ
た
。
児
童
生
徒
の
個

性
を
伸
ば
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
優
秀
な
ベ
テ
ラ
ン
教

員
を
確
保
す
る
た
め
に
も

学
校
教
育
に
も
っ
と
予
算

化
を
求
め
た
い
。
 

 　
保
護
者
の
思
い
を
代
弁

し
て
い
た
だ
い
た
と
受
け

止
め
ま
す
。
児
童
生
徒
ひ

と
り
一
人
の
学
力
保
障
の

た
め
の
人
員
の
確
保
や
教

育
環
境
の
整
備
等
に
は
多

額
の
財
源
が
必
要
だ
と
痛

感
し
て
い
ま
す
。
「
教
育

は
人
な
り
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
子
ど
も
の
個
性

を
伸
ば
す
に
は
教
員
の
資

質
能
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が

非
常
に
大
き
い
で
す
。
安

全
で
効
果
あ
る
学
習
環
境

の
整
備
の
た
め
に
町
部
局

と
連
携
し
、
わ
が
母
校
に

誇
り
が
持
て
る
福
崎
町
の

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
全

力
で
取
り
組
も
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

 
 
教
職
員
の
高
度
化
を

目
指
す
た
め
に
も
、
大
学

と
連
携
し
、
夏
季
講
習
を

行
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
。
 

 

　
大
学
等
と
の
連
携
ま
で

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
必

要
で
あ
れ
ば
今
後
考
え
ま

す
。

　
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く

り
、
国
づ
く
り
も
人
づ
く

り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
の
将
来
を
左
右
す
る
子

育
て
支
援
に
力
を
入
れ
る

こ
と
は
た
い
へ
ん
重
要
と

思
っ
て
い
ま
す
。
教
育
長

が
町
長
部
局
と
連
携
、
協

力
を
し
て
進
め
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

私
も
そ
の
思
い
で
今
後
も

教
育
行
政
を
応
援
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

教
育
長
 

教
育
長
 

町
長
 

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

学校教育にもっと予算化を 
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町長部局とより一層連携、協力、協議、そして 
要望をしていきます 



一般質問 
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ふるさと納税企業向けの営業は町長・副町長 
からお願いしていただくのが理想 

 
 
ふ
る
さ
と
納
税
の
令

和
６
年
度
の
取
り
組
み
は
。
 

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
つ
い

て
の
検
討
や
設
置
要
綱
の

作
成
に
も
取
り
か
か
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
返
礼
品

の
事
業
者
、
製
造
工
場
の

洗
い
出
し
、
新
た
な
分
野

の
開
発
が
で
き
な
い
か
な

ど
研
究
し
て
い
ま
す
。

 
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
は
。
 

　
地
域
振
興
課
長
が
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、様
々

な
立
場
の
職
員
が
協
働
で

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
を
展

開
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

外
部
か
ら
は
事
務
委
託
事

業
者
、
商
工
会
、
商
工
業

者
、
議
員
に
も
参
画
い
た

だ
き
返
礼
品
の
開
発
、
広

報
・
周
知
活
動
な
ど
寄
附

額
、
寄
附
件
数
の
増
加
の

向
上
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 
 
企
業
向
け
の
営
業
は

町
長
・
副
町
長
か
ら
お
願

い
し
て
い
た
だ
く
の
が
理

想
と
考
え
る
。
企
業
に
対

し
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
い
う
こ
と
の
説
明
や
企

業
が
出
荷
し
や
す
い
よ
う

に
す
る
取
り
組
み
が
必
要

と
考
え
る
。
 

　
そ
う
い
う
こ
と
も
教
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
が
少
し

で
も
前
に
行
く
よ
う
に
努

力
を
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

 
 
山
崎
断
層
は
ど
う
い

う
状
況
に
あ
る
か
。
 

　
県
が
予
想
し
て
い
る
30

年
以
内
で
の
発
生
確
率
は

１
％
未
満
、
ほ
と
ん
ど
発

生
し
な
い
確
率
は
0.1
％
未

満
と
い
う
状
況
で
す
。

 
　
規
模
に
も
よ
る
が
、

災
害
が
起
こ
っ
た
ら
避
難

所
は
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
っ
て
、

災
害
備
品
は
ど
う
い
う
手

段
で
届
け
る
か
。
 

　
指
定
避
難
所
と
し
て
19

か
所
あ
り
、
大
規
模
な
災

害
と
な
っ
た
場
合
に
は
避

難
所
の
追
加
指
定
も
で
き

ま
す
。
想
定
を
超
え
る
被

害
で
避
難
所
の
不
足
が
生

じ
た
場
合
に
は
立
地
条
件
、

施
設
の
耐
震
性
等
を
考
慮

し
て
被
災
者
が
自
発
的
に

避
難
し
て
い
る
施
設
等
を

避
難
所
と
し
て
位
置
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め

て
い
ま
す
。

 
　
偏
っ
た
備
蓄
品
の
置

き
方
に
な
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
人
口
に
合
わ
せ

て
均
等
化
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。
 

　
地
理
的
な
も
の
あ
る
の

で
、
で
き
る
だ
け
均
等
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
指
定
避

難
所
に
な
っ
て
い
る
学
校

等
に
つ
い
て
も
、
置
く
場

所
が
あ
る
場
合
は
食
料
品

等
も
置
い
て
い
ま
す
。
順

次
整
備
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 
　
災
害
協
定
に
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。
 

　
民
間
の
事
業
者
と
は
食

料
品
や
生
活
用
品
の
提
供

に
係
る
協
定
の
ほ
か
、
福

崎
町
の
経
営
者
協
会
と
も

資
機
材
、
物
資
、
施
設
の

提
供
な
ど
に
係
る
協
定
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
自

治
体
間
で
は
人
員
の
応
援

要
請
や
水
道
の
給
水
応
援
、

廃
棄
物
処
理
に
係
る
相
互

応
援
協
定
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

 
　
災
害
物
資
は
ど
う
い

う
状
態
に
な
っ
た
ら
送
っ

て
も
ら
え
て
、
大
体
ど
の

ぐ
ら
い
で
福
崎
へ
届
く
か
。
 

　
具
体
的
に
何
時
間
以
内

と
い
う
よ
う
な
協
定
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
町
か

ら
緊
急
的
に
調
達
要
請
が

あ
れ
ば
支
障
の
な
い
範
囲

で
優
先
か
つ
速
や
か
に
物

資
等
の
提
供
を
行
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 
　
災
害
が
起
こ
っ
た
と

き
が
心
配
。
八
千
種
に
防

災
公
園
や
農
業
公
園
を
つ

く
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
う
が
い
か
が
か
。
 

　
私
自
身
も
必
要
性
は
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ
り
、

そ
の
課
題
を
ひ
と
つ
ひ
と

つ
解
決
す
る
上
で
進
め
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

問
 

地
域
振
興
課
長
 

問
 

地
域
振
興
課
長
 

総
務
課
長
 

城 谷 英 之 

問
 

問
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 

住
民
生
活
課
長
 

町
長
 

町
長
 

住
民
生
活
課
長
 

山
崎
断
層
帯
　

山
崎
断
層
帯
　
 

　
地
震
に
つ
い
て

　
地
震
に
つ
い
て
 

山
崎
断
層
帯
　
 

　
地
震
に
つ
い
て
 

できることはやっていきたいと思っています 
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子
育
て
支
援
策
を
考

え
る
時
、「
児
童
憲
章
」
の

精
神
が
大
切
。
認
定
こ
ど

も
園
の
申
込
数
と
定
数
の

関
係
、
２
歳
以
下
の
状
況

は
。
入
園
条
件
の
緩
和
へ

の
対
応
は
。
高
い
保
育
料

の
改
善
は
。
 

 　
全
体
で
は
定
数
の
余
裕

は
あ
り
ま
す
が
、
２
歳
以

下
は
厳
し
い
状
況
で
す
。

令
和
８
年
度
か
ら
緩
和
の

方
向
で
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
保
育
料
は

平
成
27
年
度
か
ら
据
置
き

で
す
。

 
 
学
校
体
育
館
の
空
調

整
備
は
。
国
の
補
助
率
ア

ッ
プ
は
年
限
が
あ
る
が
ど

う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の

未
利
用
部
分
の
活
用
、
ト

イ
レ
の
改
修
を
求
め
る
。
 

 　
補
助
の
期
限
情
報
を
含

め
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
つ
き

ま
し
て
は
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 
 
可
処
分
所
得
の
減
少

の
中
、
町
単
独
施
策
や
住

民
負
担
等
を
心
配
す
る
が
。
 

 　
そ
の
視
点
は
重
要
と
思

い
ま
す
。
住
民
の
理
解
を

得
な
が
ら
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 
 
放
棄
田
や
獣
害
対
策

な
ど
課
題
は
多
い
。
町
の

土
地
改
良
事
業
補
助
増
や

個
人
へ
の
補
助
が
必
要
。
 

　
土
地
改
良
事
業
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年

度
に
区
長
会
か
ら
要
望
が

あ
り
、
見
直
し
を
検
討
し

た
結
果
、
現
状
維
持
と
し

ま
し
た
。
農
地
の
維
持
等

に
つ
き
ま
し
て
は
国
・
県

・
町
で
様
々
な
施
策
が
あ

り
ま
す
の
で
そ
ち
ら
を
検

討
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
個
人
へ
の
補

助
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

 
　
も
ち
む
ぎ
は
農
・
商

の
発
展
を
目
標
に
取
り
組

ま
れ
た
。
今
後
の
展
開
は
。
 

 　
６
次
産
業
化
や
農
商
工

連
携
で
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

 
 
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
の
姿

勢
は
全
て
の
施
策
に
求
め

ら
れ
る
。
公
共
施
設
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
、
神
崎

橋
の
歩
道
橋
の
荒
れ
方
な

ど
弱
者
の
視
点
が
必
要
。
 

 　
役
場
庁
舎
の
エ
レ
ベ
ー
タ

設
置
は
時
機
を
見
て
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
歩
道
橋
は
粘
り
強
く
要

望
し
ま
す
。

 
 
県
道
甘
地
福
崎
線
の

件
、
協
定
に
は
妥
協
が
前

提
な
の
で
は
。
 

 　
寄
付
と
い
う
協
定
が
大

前
提
で
す
。

 
 
七
種
山
で
道
路
の
危

険
箇
所
対
策
、
携
帯
電
話

の
通
話
範
囲
の
拡
大
、
日

光
寺
山
で
展
望
台
望
遠
鏡

修
理
を
。
 

 　
道
路
は
適
正
な
管
理
に

務
め
ま
す
。

　
携
帯
事
業
者
と
エ
リ
ア

拡
大
が
可
能
か
協
議
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
日
光
寺

山
望
遠
鏡
は
検
討
し
ま
す
。

 
 
高
橋
・
板
坂
の
不
法

行
為
対
応
は
。
行
政
責
任

（
町
・
県
）が
大
き
く
姿
勢

を
問
わ
れ
て
い
る
。
 

 　
高
橋
に
つ
い
て
は
根
気

強
く
催
促
し
て
い
ま
す
。

　
板
坂
塩
田
線
は
境
界
な

ど
ほ
ぼ
町
の
主
張
通
り
の

判
決
が
出
ま
し
た
。

 
 
重
要
事
項
で
公
開
を

避
け
る
傾
向
で
は
。
 

 　
情
報
公
開
は
福
崎
町
の

基
本
原
則
で
す
。

学
校
教
育
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

総
務
課
長
 

技
監
 

町
長
 

町
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

小 林 　博  

安
全
安
全
な
町
な
町
づ
く
り
く
り
 

安
全
な
町
づ
く
り
 

信
頼
と

信
頼
と
住
民
参
加

住
民
参
加
 

信
頼
と
住
民
参
加
 

観
光
施
策

観
光
施
策
 

観
光
施
策
 

総
合
計
画

総
合
計
画
 

総
合
計
画
 

着実に取り組んでいきます 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

子育て支援は「児童憲章」の 
立場で 
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編
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後
記
 

　
１
月
１
日
に
能
登
半
島
地
震
が

発
生
し
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
多
く
の
方
が
亡
く
な
ら

れ
た
こ
と
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を

表
す
と
と
も
に
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
野
山
で
は
新
緑
の
季
節

と
な
り
農
家
で
は
田
植
え
の
準
備

が
始
ま
り
何
か
と
気
ぜ
わ
し
い
時

期
に
な
り
ま
す
。
４
月
か
ら
猟
友

会
に
よ
る
有
害
駆
除
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
丹
精
込
め
て
栽
培
し
た

作
物
が
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
な
ど
の

被
害
に
遭
わ
な
い
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
す
。

　
議
会
だ
よ
り
は
町
民
と
議
会
を

結
ぶ
大
切
な
広
報
紙
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
広
報
委
員
会
全
員
で
知
恵

を
出
し
合
っ
て
編
集
作
業
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。

（
河
嶋
重
一
郎
）

委 員 長　植 岡 茂 和  

副委員長　大 塚 記美代 

委　　員　石 川 　 治  

委　　員　牛 尾 雅 一  

委　　員　河 嶋 重一郎 

委　　員　松 岡 秀 人  

議会広報常任委員会 

次の定例会は 6月7日 開会予定 次の定例会は 6月7日 開会予定 

タブレット使用方法の研修を受講しました 

ガジロウがグランプリを獲得（きもキャラグランプリin滋賀） 

定例会の様子 

福崎町議会でもペーパーレス化を推進するため、３月定例会からタブレットを導入しまし
た。審議で使用している議案書等の印刷経費やそれに係る人件費の削減に努めています。

民俗　広場まつり（　川山公園） 


